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不
登
校
の
学
習
会
に
参
加
。

文
科
省
が
最
近
「
不
登
校
は

問
題
行
動
で
は
な
い
」
と
。

ホ
ー
ム
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
体
験

談
も
聴
く
こ
と
が
で
き
た
。

空
堀
川
の
水
質
調
査
に
て
。

水
が
「
な
〜
い
」

多自然川づくりの学習会に参加。清瀬の親水公園もこんな風にしたい！
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共
謀
罪
法
の
真
の
目
的
は
何
な
の
か
。
政
府
は
国
際
組
織
犯
罪
防
止
条
約
の
た
め

と
言
っ
て
い
る
が
、こ
れ
は
マ
フ
ィ
ア
対
策
が
目
的
で
、テ
ロ
対
策
の
も
の
で
は
な
い
。

し
か
も
、
日
本
で
は
テ
ロ
対
策
は
す
で
に
国
内
法
で
整
備
済
み
だ
。

　

ま
た
、「
一
般
市
民
」
に
は
関
係
な
い
法
と
の
国
会
答
弁
だ
っ
た
が
「
政
府
に
た
て

つ
く
デ
モ
や
集
会
を
す
る
市
民
」
は
含
ま
れ
ず
、
こ
う
し
た
市
民
を
監
視
し
や
す
く
、

捕
ま
え
や
す
く
、
だ
ま
ら
せ
る
た
め
で
は
・
・
と
思
う
の
は
私
だ
け
？
？
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東
京
・
未
来

市
民
が 

育
て
る

わ
た
し
た
ち
の
老
後
は
ど
う
な
る
の
？

　

４
月
か
ら
介
護
予
防
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
を
使
う
と
き
に
は
介
護
認
定
に
よ
っ
て
「
要

支
援
」
と
「
要
介
護
」
に
分
か
れ
ま
す
。

　
「
要
支
援
」
は
手
助
け
が
必
要
だ
け
れ
ど
改
善
の
可
能
性
が
見
込
ま
れ
る
と
い
う
判
断

で
「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
は
介
護
保
険
制
度
で
内
容
や
報
酬
が
決
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
４
月
か
ら
は
要
支
援
者
へ
の
訪
問
介
護
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
介
護
保
険
給
付
か

ら
外
し
、
新
し
い
総
合
事
業
の
枠
組
み
で
展
開
す
る
と
い
う
大
胆
な
見
直
し
に
よ
り
、
清

瀬
市
が
独
自
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
内
容
は
基
本
的
に
こ
れ
ま
で
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
だ
け
で
な
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
加
わ
る

事
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
よ
る
掃
除
や
洗
濯
、
食
事
の
提
供
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
や
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
見
守
り
や
ゴ
ミ
出
し
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

清
瀬
市
は
「
家
族
丸
ご
と
サ
ポ
ー
ト
」
と
し
て
育
児
と
介
護
を
行
っ
て
い
る
家
庭
で
、

幼
稚
園
等
の
送
迎
時
に
、
介
護
が
必
要
な
親
が
一
人
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
場
合
、
見

守
り
を
行
う
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
委
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
介
護
認
定
の
判
定
を
受
け
な
く
て
も
「
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
配
置
さ
れ
て

い
る
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
」
を
受
け
る
こ
と
で
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」

の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
が
、歩
行
器
や
四
点
杖
な
ど
の
福
祉
用
具
の
レ
ン
タ
ル
や
、

手
す
り
の
取
り
付
け
改
修
工
事
や
訪
問
看
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

未
曾
有
の
超
高
齢
社
会
が
到
来
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
は
加
速
度

的
に
増
加
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
制
度
改
正
に
は
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
体
制
を
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
つ
く
り
つ
つ
、
膨
ら
み
続
け
る
費
用
の
抑
制
に
も
結
び
つ
け
る
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

　

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
担
い
手
の
確
保
、
住
民
主
体
と
言
う
と
聞
こ
え
は
い
い
の

で
す
が
、
今
年
度
か
ら
要
支
援
１
・
２
の
介
護
報
酬
が
す
ご
く
下
が
っ
て
い
る
中
で
、
基

準
を
緩
和
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
は
さ
ら
に
安
く
な
り
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
き
ち
ん
と
動
か
せ

る
ほ
ど
の
人
を
集
め
る
の
は
、
相
当
難
し
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
成
否
を
分
け
る
最
大
の
カ
ギ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
自

立
を
促
す
視
点
が
さ
ら
に
要
求
さ
れ
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
づ
く
り
は
、
高
い
ス
キ
ル
が
必
要
に

も
関
わ
ら
ず
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
し
っ
か
り
と
し
た
議
論
が
ほ
と
ん
ど
な
さ

れ
て
い
な
い
の
で
す
。

　

２
０
１
８
年
度
の
次
の
改
正
に
向
け
て
、
地
域
支
援
事
業
に
移
す
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に

拡
大
し
よ
う
と
い
う
動
き
も
出
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
ま
す
ま
す
注
視
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
目
黒
か
ほ
る
）

目
黒
の

　
つ
ぶ
や
き…

　

３
月
議
会
で
は
、
２
０
１
７
年
度
予
算
の

気
に
な
る
点
と
、
化
学
物
質
に
よ
る
影
響
を

特
に
受
け
や
す
い
子
ど
も
へ
の
配
慮
を
自
治

体
と
し
て
積
極
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
か
ら
質
問
し
ま
し

た
。

　

子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー
や
ぜ
ん
そ
く
、
先

天
異
常
な
ど
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
在
国
が
化
学
物
質
に
よ
る
影
響
調
査
を
実

施
し
て
い
る
が
、
結
果
が
出
る
ま
で
に
５
年

以
上
か
か
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
関
連
性
が

ど
こ
ま
で
解
明
さ
れ
る
か
不
透
明
だ
。

　

こ
れ
ま
で
国
で
は
、
室
内
空
気
汚
染
対
策
、

学
校
施
設
整
備
、学
校
環
境
衛
生
、建
築
基
準
、

住
宅
品
質
確
保
、建
築
物
環
境
衛
生
、グ
リ
ー

ン
調
達
推
進
な
ど
、
東
京
都
で
は
子
ど
も
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
、
都
立
学
校
に
お
け
る
室
内
化

学
物
質
対
策
、
学
校
環
境
衛
生
管
理
な
ど
の

基
準
を
示
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
規
制
が
進
ん
で
き
た
と
は
い
え
、

化
学
物
質
は
化
学
反
応
に
よ
り
変
化
す
る
上
、

２
０
０
７
年
に
３
２
５
０
万
種
だ
っ
た
も
の

が
、
今
で
は
１
億
種
を
超
え
、
規
制
が
追
い

付
か
ず
管
理
し
き
れ
な
い
状
況
だ
。
そ
う
し

た
中
、
化
学
物
質
過
敏
症
で
社
会
生
活
に
支

障
を
き
た
す
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
。
さ
ら

に
、
低
濃
度
で
あ
る
が
ゆ
え
に
長
時
間
影
響

を
受
け
て
も
気
づ
き
に
く
い
、「
香
害
」
と

も
い
わ
れ
る
洗
濯
用
の
柔
軟
剤
や
洗
剤
に
含

ま
れ
る
香
り
成
分
で
、
効
果
が
長
時
間
持
続

す
る
も
の
に
よ
る
影
響
も
で
て
き
て
い
る
。

成
分
表
示
の
規
制
が
な
く
、
何
か
ら
で
き
て

い
る
の
か
さ
え
わ
か
ら
な
い
。

　

こ
う
し
た
現
状
に
お
い
て
は
、
予
防
原
則

に
基
づ
き
、
自
治
体
や
市
民
が
、
よ
り
安
全

性
の
高
い
方
法
を
選
択
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

質
問　

市
と
し
て
総
合
的
に
管
理
、
対
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
佐
賀

市
な
ど
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
て
い
る
。

調
達
の
際
に
安
全
な
も
の
を
選
択
で
き
る

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
作
成
で
き
な
い
か
。

市
か
ら
の
回
答　

法
に
基
づ
き
担
当
課
が
個

別
に
対
応
し
て
お
り
、
問
題
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
６
月
議
会
で
は
、
公
共
施
設
の
使

用
料
の
あ
り
方
、
住
民
主
体
の
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
見
通
し
、
ご
み
処
理
費
用
の
負

担
や
戸
別
収
集
・
ふ
れ
あ
い
収
集
の
あ
り
方
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
へ
の
支
援
の
求
め
方

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

公
共
施
設
の
使
用
料
の
基
本
的
な
考
え
方

が
市
民
参
加
で
議
論
さ
れ
、
統
一
的
な
方
針

が
設
け
ら
れ
た
点
は
評
価
し
た
い
。
し
か
し
、

受
益
者
負
担
や
自
主
財
源
の
確
保
と
い
う
行

財
政
改
革
の
観
点
の
み
検
討
対
象
と
さ
れ
た

点
は
疑
問
だ
。

質
問　

公
共
施
設
は
市
民
の
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
あ
る
は
ず
で
、
文
化
的
活
動
や
協
働

の
基
本
と
な
る
自
治
意
識
の
醸
成
に
資
す
る

学
び
を
支
援
す
る
公
共
施
設
の
あ
り
方
こ
そ

優
先
課
題
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
か
ら
の
回
答　

そ
の
点
に
つ
い
て
は
認
識

し
て
お
り
、今
後
も
そ
の
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
活
用
が
日
常
化

し
、
庁
内
業
務
と
委
託
の
切
り
分
け
の
重
要

性
が
増
し
て
い
る
。
予
算
根
拠
と
な
る
委
託

範
囲
の
決
定
過
程
は
明
確
か
。

市
か
ら
の
回
答　

高
い
精
度
を
効
率
的
に
求

め
る
部
分
を
委
託
し
て
お
り
、
明
確
で
あ
る

と
考
え
る
。

　
介
護
の
要
支
援
区
分
の
訪
問
介
護
・

　
通
所
介
護
が
保
険
か
ら
地
域
事
業
へ

　

こ
れ
ま
で
保
険
で
行
わ
れ
て
い
た
要

支
援
区
分
の
訪
問
介
護
・
通
所
介
護
が

市
の
事
業
と
な
り
ま
す
。
当
面
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
等
の
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
、
地
域
で
自
立
し

て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、
電
球
の

交
換
、
通
院
時
の
付
き
添
い
な
ど
の

ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

の
お
互
い
さ
ま
の
助
け
合
い
を
ど
う
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
家
族
ま
る
ご
と
支
援

　

育
児
と
介
護
な
ど
一
人
で
二
人
の
ケ

ア
（
ダ
ブ
ル
ケ
ア
）
を
行
っ
て
い
る
家

庭
な
ど
へ
の
支
援
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
助
成
し

行
い
ま
す
。

　
妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目
の
な
い
支
援

　「
ネ
ウ
ボ
ラ
」

　

母
子
手
帳
交
付
時
に
保
健
師
が
面
談

し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る

相
談
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
ま
す
。

　
就
学
援
助
の

　
入
学
準
備
金
の
前
倒
し
支
給
　

　

こ
れ
ま
で
入
学
後
の
５
月
申
請
、
８

月
支
給
だ
っ
た
入
学
準
備
金
を
、
入
学

前
の
１
月
に
支
給
す
る
体
制
に
変
更
し

ま
す
。
不
要
な
借
り
入
れ
や
利
息
の
支

払
い
を
減
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
南
口
地
域
児
童
セ
ン
タ
ー
の
検
討

　

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
を
増
や
す
た

め
に
、
南
口
地
域
の
児
童
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
検
討
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

小
西
の
一
般
質
問

小
西
の
一
般
質
問



柳泉園組合クリーンポート　（焼却施設）のこれから柳泉園組合クリーンポート　（焼却施設）のこれから

　　　　大規模改修と運転業務を民間事業者に委託

　2000 年に稼働開始したクリーンポートは、主な設備の耐用年数である 15 年が経過し、大規模改修が必
要となっています。
　今年 7 月、10 年間の大規模改修と 15 年間の点検・運転などの業務を一括して委託する長期包括運営管
理事業が開始されました。

　　　　大規模改修　

　クリーンポートは、3つの炉のうち1炉ずつ休ませながら、
運転しています。
　2028年までの 10年間で、焼却は続けながら、炉をはじめ、
クリーンポートの設備の全面的な取替や改修を行います。
　
　　　　点検・検査

　これまでも定期的に点検を行いながら運転を行ってきま
したが、長く使い続けることができるように今後はさらに
日常点検に力を入れていくことになっています。

　　　　運転
　運転は、4班交替で無休で行われています。
　そのうち、現在 2 班が民間委託で運転されてい
ますが、5 年後の 2022 年には 3 班、10 年後の
2028 年には 4 班すべて委託し、運営全般が委託と
なる予定です。
   ただし、運営状況については、組合職員が監視し
ていくこととなっています。
　　
　　　　クリーンポートの経費

　委託契約の経費は 15年間で約 134 億円（消費税
込）で、現在の体制を維持した場合と比較して、
54億円程度削減できる予定です。

　柳泉園とクリーンポート

　柳泉園は、東久留米市、西東京市、清瀬市の３
市が費用を負担し、私たちの出す廃棄物の焼却等
（中間処理）を共同で実施している施設です。
　クリーンポートという焼却施設、粗大ごみ・不
燃ごみ処理施設、し尿処理施設と、焼却の余熱を
利用した浴場と温水プール、他に野球場、テニス
コートなどの厚生施設があります。
 　柳泉園で一番大きな施設であるクリーンポート
（焼却能力 1 日当り 105 トン ×3 炉）は 2000 年
11 月に稼働開始しました。

　柳泉園の総費用と
　　　クリーンポートの位置づけ

　柳泉園組合全体の年間の費用は、2015 年度で
28.6 億円です。
　そのうち、クリーンポートの費用が約 14億円
（51%) を占めています。

私たちの出したごみは集められ、焼却され灰としてセメントの
原料になったり、さらに分別されて資源化されたりしています。

私たちのごみの処理、これからどうなる？私たちのごみの処理、これからどうなる？

2017年 2022年 2028年 2032年

大規模改修 計43億円

点検・検査等 計73億円

運転

直営

35億円 計134億円99億円

計18億円

委託の範囲と概算額

0

50

100

150

200

現在の体制のまま 包括委託契約

15年間での経費の比較（億円）

　　　　清瀬市の今後の負担

　2015 年度では約 4 億円でしたが、2016
年度では 3.4 億円、その後 10 年間は毎年
2.7 億円、その後の 5 年間は毎年 1.6 億円
程度となる予定です。
　ただし、今後クリーンポート以外の施設
の再整備なども検討していかなければなら
ないため、若干増えることが予想されます。

　　　　クリーンポートの
　　　　経費はほぼ固定費

　円グラフは、大規模改修終了後のクリー
ンポートの経費の内訳を示したものです。
　ここでいう固定費とは、ごみ処理量に関
係なくかかる経費、一方の変動費はごみ処
理量によって変わる経費です。
　クリーンポートの経費は、固定費が 9 割
以上を占めることがわかります。
　なお、変動費は薬品代などです。
　

　かかる費用がほぼ固定費ということは、いったん施設をつくると簡単に費用を減らすことはでき
ないことを意味します。ごみ処理は、まさに施設型の事業ということです。
　では、固定費を減らすためにはどうしたらよいのか。
　費用を分担できる自治体を増やすことや、約 20 年後の次の大規模改修に向け、ごみ処理量を大き
く減らし、現在 3 炉の焼却炉を 1 つでも減らすことなど考えられますが、かなり難しいことに間違
いありません。
　可燃ごみの 4 割を占める水分を減らすことや生ごみコンポストなど、生活の中でできることをみ
つけて積み重ねていくしかないのかもしれません。
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清瀬市の負担金の年間見通し(億円）
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62%

21%
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5%
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クリーンポートの経費の内訳

点検・検査費

運転業務費

清掃・燃料費等

維持補修費

23%

6%
51%

14億円

6%

4%1%
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ごみ処理費

71%
20億円

支出(28.6億円)とごみ処理費の内訳(2015年度）

総務費

公債費

クリーンポート

粗大・不燃処理

資源化

し尿処理

人件費

ごみ処理の過程 清瀬市の負担
（概算：2015年度)

収集 2億円

柳泉園 中間処理 4億円

最終処分 2億円

他市と共
同で実施


